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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和1年6月27日(2019.6.27)

【公開番号】特開2019-2835(P2019-2835A)
【公開日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-001
【出願番号】特願2017-118777(P2017-118777)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/12     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ    5/12     　　　Ｎ
   Ｇ０１Ｂ    7/00     １０１Ｈ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月20日(2019.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　バイアス磁界を発生させる磁石（１０６、１２０）と、前記バイアス磁界が印加される
検出素子（１２４）と、を有し、磁性体で構成された検出対象（２００）の移動に伴って
前記検出素子が前記検出対象から受ける磁界の変化に基づいて、前記検出対象の移動方向
に沿って一方向に並んだ複数の範囲に対応すると共に位相差が異なる複数の検出信号を生
成する検出部（１２２）と、
　前記検出部から前記複数の検出信号を取得し、前記複数の検出信号と閾値とを比較し、
前記複数の検出信号と前記閾値との大小関係の組み合わせに基づいて、前記複数の範囲の
いずれかの範囲の位置として前記検出対象の位置を特定する信号処理部（１２３）と、
　を備え、
　前記検出対象は、前記複数の範囲に対応する複数の領域部（２０１～２０４）を有し、
　前記複数の領域部は、前記検出対象のうち前記検出部が対向する検出面（２０５）の面
内で前記検出対象の移動方向に階段状に接続されて構成されており、
　前記検出部は、前記検出対象の移動方向における幅が、前記複数の領域部のうちの最小
の領域部の幅よりも短い幅に構成されているポジションセンサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　磁石（２０７）を含んで構成された検出対象（２００）の移動に伴って前記検出対象か
ら受ける磁界の変化に基づいて、前記検出対象の移動方向に沿って一方向に並んだ複数の
範囲に対応すると共に位相差が異なる複数の検出信号を生成する検出部（１２２）と、
　前記検出部から前記複数の検出信号を取得し、前記複数の検出信号と閾値とを比較し、
前記複数の検出信号と前記閾値との大小関係の組み合わせに基づいて、前記複数の範囲の
いずれかの範囲の位置として前記検出対象の位置を特定する信号処理部（１２３）と、
　を備え、
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　前記検出対象は、前記複数の範囲に対応する複数の領域部（２０１～２０４）を有し、
　前記複数の領域部は、前記検出対象のうち前記検出部が対向する検出面（２０５）の面
内で前記検出対象の移動方向に階段状に接続されて構成されており、
　前記検出部は、前記検出対象の移動方向における幅が、前記複数の領域部のうちの最小
の領域部の幅よりも短い幅に構成されているポジションセンサ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そして、検出対象は、複数の範囲に対応する複数の領域部（２０１～２０４）を有して
いる。さらに、複数の領域部は、検出対象のうち検出部が対向する検出面（２０５）の面
内で検出対象の移動方向に階段状に接続されて構成されている。検出部は、検出対象の移
動方向における幅が、複数の領域部のうちの最小の領域部の幅よりも短い幅に構成されて
いる。
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